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紙
か
ら
︼

 

田
植
え
っ
て
楽
し
い
っ
！

　
〜
農
地
い
き
い
き
特
区
で
田
植
え
体
験
〜

　
６
月
12
日
、
市
内
水
口
の
﹁
山
梨
市
農
地
い
き
い
き

特
区
﹂
で
、
農
業
体
験
学
習
と
し
て
﹁
お
田
植
え
﹂
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
参
加
し
た
の
は
岩
手
小
学
校
と
三
富
小

学
校
の
児
童
た
ち
。
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
﹁
田

植
え
は
し
た
こ
と
が
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
農

家
や
職
員
な
ど
に
教
わ
り
な
が
ら
、
初
め
て
の
田
植

え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と

し
て
の
﹁
お
田
植
え
﹂
も
実

施
。
京
浜
方
面
か
ら
の
参
加

者
10
名
が
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
田
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。

人口　39,523 人 （ー 20 人）

男性　19,010 人 （ー 19 人）

女性　20,513 人 （ー１人）

世帯　14,023 世帯（＋９世帯）

（平成 17 年６月１日現在）

ひ

と

の

動

き
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日川地区少年水防隊、利根川
演習で大活躍！

（５月 21 日・群馬県伊瀬崎市利根川河川敷）

　日川小学校６年生による「少年水防隊」が、第 54 回利根川水系連合水防演

習に特別参加し、「大川倉横結操法」を披露しました。真夏を思わせるような

晴天の下、全員で力を合わせて練習の成果を発揮し、完成するまでのタイム

は、過去最高。本番に強いところをアピールしました。

　子どもたちの活躍する姿に、北川国土交通大臣も感激し、忙しいスケジュー

ルを縫って会いに来てくださいました。長かった練習の日々、そして精一杯頑

張った本番。子どもたちにとって、忘れられない思い出ができました。
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　﹁
人
は
森
に
行
く
と
気
持
ち
い
い
と
感
じ

る
。﹂
こ
の
感
覚
は
、
私
た
ち
の
祖
先
か
ら

人
間
が
感
じ
て
き
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

長
い
間
森
と
共
生
し
て
き
た
日
本
で
は
、

こ
れ
ま
で
、﹁
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
﹂
と
い

う
こ
と
を
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る

試
み
は
、
あ
ま
り
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
社
会
が
進
む
に
連
れ
、
人
間
は
森
を
離

れ
、
都
会
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
森
を
離
れ
た
生
活
は
、
い
つ

し
か
人
々
に
ス
ト
レ
ス
を
生
み
出
し
、
や

が
て
﹁
森
林
浴
﹂
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た

よ
う
に
、
人
々
は
﹁
癒
し
﹂
を
求
め
て
、
森

に
還
り
始
め
ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
私
た
ち
は
森
に
行
く
と
気
持
ち

い
い
と
感
じ
る
の
か
。
そ
れ
は
、﹁
ど
ん
な

と
き
か
﹂﹁
ど
ん
な
状
況
で
﹂
と
い
っ
た
こ

と
を
、
現
代
社
会
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ス
ト

レ
ス
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
解
明
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
近
年
始
ま
り
、
森
林
の
持
つ

﹁
癒
し
効
果
﹂
を
生
か
し
て
、
健
康
増
進
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
﹁
森

林
療
法
﹂
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
林
野
庁

は
平
成
16
年
３
月
、
森
林
浴
や
木
材
が
も

た
ら
す
癒
し
効
果
を
医
学
的
に
解
明
し
、

健
康
増
進
や
リ
ハ
ビ
リ
に
役
立
て
よ
う
と
、

産
官
学
が
連
携
し
た
﹁
森
林
セ
ラ
ピ
ー
研

究
会
﹂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
樹
木
が
発
散
す
る
物
質
﹁
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
﹂
や
、
森
の
中
に
漂
う
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
が
精
神
安
定
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
効

果
が
あ
る
と
い
う
通
説
を
医
学
と
し
て
確

立
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
現
在
研
究
会
で

は
、
音
や
香
り
、
風
景
な
ど
森
林
環
境
の
要

素
が
、
人
の
脳
や
自
律
神
経
の
活
動
に
ど

う
影
響
し
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ト

レ
ス
発
散
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
に
効

用
を
も
た
ら
す
の
か
な
ど
、
森
林
の
持
つ

生
理
的
・
心
理
的
効
果
を
実
証
的
に
研
究
・

解
明
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
季
節
や
天
候
、
樹
種
や
樹
齢
、
被

験
者
の
性
別
や
年
齢
、
嗜
好
な
ど
と
効
果

と
の
関
係
の
ほ
か
、
精
神
医
学
、
福
祉
の
観

点
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不
登
校
、
自
閉
症
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
の
あ
る
人
な
ど
へ
の
効

果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て

市
内
２
か
所
を
申
請

　
林
野
庁
は
、平
成
16
年
度
よ
り﹁
森
林
系

環
境
要
素
が
人
の
生
理
的
効
果
に
及
ぼ
す

影
響
の
解
明
﹂
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
こ

れ
に
よ
り
、
森
林
療
法
が
も
た
ら
す
心
理

的
効
果
の
み
な
ら
ず
、
生
理
的
効
果
に
つ

い
て
、
客
観
的
、
科
学
的
な
解
明
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
で
は
、
全
国
に
向
け
﹁
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
﹂
﹁
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
﹂
の
公
募
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
募
に
対
し
、
今
年
２
月
、
旧
山
梨

市
で
は
山
梨
市
万
力
林
を
﹁
森
林
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
﹂
に
、
旧
三
富
村
で
は
川
浦

地
区
を
﹁
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
﹂
と
し
て
申

請
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
山
梨
市
・
三
富
村
を
含
む
31

箇
所
が
全
国
で
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
登
録
リ

ス
ト
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
山
梨
県
で
は
、
山

梨
市
の
み
が
申
請
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
書
類
審
査
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

経
て
、
３
月
18
日
付
け
で
平
成
17
年
度
の

生
理
実
験
対
象
地
選
定
審
査
会
に
よ
り
、

﹁
山
梨
市
万
力
林
﹂
お
よ
び
﹁
三
富
川
浦
地

区
﹂
が
７
月
14
日
か
ら
行
わ
れ
る
予
備
調

査
対
象
地
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
備
調
査
の
結
果
に
よ
り
本
調
査
が
実

施
さ
れ
、
平
成
18
年
４
月
を
目
途
に
国
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
審
査
会
が
、
総
合
的
認
定

■森林セラピー予備調査対象地

「万力林」では７月14日から、

「三富川浦地区」は７月 20 日

から予備調査が始まる。写真

は、三富川浦地区の対象地を

視察する市長・市議会議員ら。

‎
森
林
セ
ラ
ピ
ῴ
‏
の

本
格
的
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
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基
準
を
満
た
す
基
地
に
対
し
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
と
し
て
の
認
定
書
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
認
定
は
、
一
つ
星
・
二
つ
星
・
三
つ

星
の
三
段
階
に
な
る
予
定
で
す
。

　森
林
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会
を

発
足

　
市
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て

５
月
18
日
に
庁
内
検
討
委
員
会
を
発
足
、

６
月
４
日
に
は
、
各
部
門
の
専
門
家
、
観
光

ガ
イ
ド
、
関
係
課
長
な
ど
か
ら
な
る
﹁
山
梨

市
森
林
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会
﹂
を
発
足
し
ま

し
た
。

　
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
説
明

を
受
け
て
、
設
置
要
綱
の
審
議
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
に
対
す
る
理
解
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
な
ど
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
市
内
で
採
取
さ
れ
販

売
さ
れ
て
い
る
飲
料
水
が
並
べ
ら
れ
、
リ

ト
マ
ス
紙
を
使
っ
て
の
実
験
や
飲
み
比
べ

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
山
梨
市
は
、
面
積
の
約
80
％
を
森
林

が
占
め
、
市
内
に
は
甲
武
信
ヶ
岳
に
代
表

さ
れ
る
秩
父
山
系
や
西
沢
渓
谷
な
ど
秩
父

多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
区
域
内
に
あ
る
北

　テーマ　「森林セラピーの推進と、地域づくりを考える」

　森林セラピーの推進とは、森の癒し効果を生理的に分析･評価

を行いその森に適したプログラムにより健康増進やストレス解

消、リハビリテーションなどに役立てようとするものです。

　山梨市では、万力林をウォーキングロード・三富川浦の森を森

林セラピー基地として現在調査を行っています。

　森のすがすがしい空気と豊富なマイナスイオンを吸収し、山梨

市の特色を活かした温泉入浴や山菜料理、音楽・絵画など芸術に

親しむ体験をとおした人にやさしいプログラムの開発が今求めら

れています。

■日　時　平成 17 年７月 21 日（木）　

　　　　　オープニングセレモニー　午後５時〜

　　　　　　「山梨市民吹奏楽団によるアンサンブル演奏」

　　　　　シンポジウム　午後５時 30 分〜

■場　所　山梨市民会館　千鳥の間　※※入場無料※※

■主　催　山梨市

■共　催　山梨市フィールドミュージアム観光ガイド養成事業

　　　　　実行委員会

　　　　　山梨市森林セラピー研究会

■パネリスト　上原　巌（兵庫県立大学自然環境科学研究所

　　　　　　　　　　　　助教授・森林セラピー研究会）

　　　　　　　風間深志（冒険家・ＮＰＯ法人地球元気村村長）

　　　　　　　金子　誉（山梨労働衛生センター所長）

　　　　　　　中村照人（山梨市長）

■コーディネーター　独立行政法人　森林総合研究所　

　　　　　　　　　　環境計画研究室長　香川隆英

【問い合わせ】　山梨市観光課　☎ 39-2121（内線 335）

「山梨市フィールドミュジアム講演会」

山梨市森林セラピーシンポジウム　

＊森林セラピー（森林療法）

　森林浴をはじめとした、森林

レクリエーションや森の地形や

自然を利用した歩行リハビリ

テーション、樹木や林産物を利

用した作業療法、心理面では散

策カウンセリングなど、身体の

五官機能を使う全人的な療法

をさす。

　都市環境で疲れた都会人の

保養の一環をはじめ、中高年の

生活習慣病予防や健康づくり

のほか、薬物治療の効きにくい

精神疾患領域での環境療法、行

動療法、精神療法としても大き

な可能性があると言われてい

る。
第１回研究会のようす

部
の
山
々
、
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
る
乙
女
高
原
や
小
楢
山

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
０
ｍ
以
上
に

も
及
ぶ
標
高
差
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
豊
か

な
植
生
と
自
然
環
境
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
今
後
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
新
山
梨
市
の
森
の
豊
か
さ

を
再
発
見
し
、
豊
富
な
温
泉
、
地
域
の
特
色

あ
る
食
文
化
、
文
化
財
な
ど
を
全
国
に
広

く
紹
介
し
、
新
た
な
医
療
と
観
光
に
よ
る

医
観
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

＊フィトンチッド

　ロシアのトーキンが提唱した

ことば。森に行くとすがすがし

い空気が気分を和らげる。

　「フィトンチッド」と呼ばれ

る森の香り、樹木の香気成分で

あるテルペン類がこれに該当

すると言われる。「フィトン」は

「植物」、「チッド」は「殺す能力」

を意味する。

　森林浴で気分を和らげ快適

にしてくれる快適性増進作用

のほか、抗菌、抗カビ作用、殺

虫作用、昆虫誘引作用、植物成

長促進・阻害作用、抗酸化作用、

薬物作用など多様な働きがあ

る。

【用語解説】
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委
員
長
　
　
荻
原
　
昌
郎

　
　
　
　
　
　
　
　︵
牧
丘
町
室
伏
︶

　
教
育
長
　
　
堀
内
　
邦
満

　
　
　
　
　
　
　
　︵
東
後
屋
敷
︶

　
職
務
代
理
　
日
原
　
吉
日
出

　
　
　
　
　
　
　
　︵
三
富
上
釜
口
︶

　
委
　
員
　
　
武
井
　
尚
子

　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
神
内
川
︶

　
委
　
員
　
　
手
塚
　
光
彰

　
　
　
　
　
　
　
　︵
北
︶

各
種
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
５
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
た

﹁
平
成
17
年
第
１
回
山
梨
市
議
会
臨
時
会
﹂

で
の
同
意
を
受
け
て
、
各
種
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
敬
称
略
︶

教
育
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

　
委
員
長
　
　
三
澤
　
一
仁

　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
神
内
川
︶

　
職
務
代
理
　
間
瀬
　
龍
次

　
　
　
　
　
　
　
　︵
牧
丘
町
倉
科
︶

　
委
　
員
　
　
雨
宮
　
壽
彦

　
　
　
　
　
　
　
　︵
三
富
上
柚
木
︶

　
委
員
長
　
　
辻
　
　
良
幸

　
　
　
　
　
　
　︵
市
川
︶

　
職
務
代
理
　
岡
　
　
利
彦

　
　
　
　
　
　
　︵
牧
丘
町
隼
︶

　
委
　
員
　
　
日
原
　
廣
次

　
　
　
　
　
　
　︵
三
富
川
浦
︶

固
定
資
産
評
価

　
　
　
審
査
委
員
会
委
員

　
代
　
表
　
　
大
宮
山
　
磐

　
　
　
　
　
　
　︵
牧
丘
町
北
原
︶

　
議
会
選
出
　
丸
山
　
正
一

　
　
　
　
　
　
　︵
大
工
︶

監

査

委

員

　︽
議
　
長
︾　
　
志
村
　
忍

　︽
副
議
長
︾　
　
高
原
信
道

︻
総
務
常
任
委
員
会
︼

　
◎
秋
山
榮
治
　
　
○
奥
山
弘
昌
　

　
　
佐
藤
　
勇
　
　
　
岩
崎
友
江
　

　
　
吉
田
昭
男
　
　
　
山
田
　
稔

　
　
向
山
　
輝

︻
建
設
経
済
常
任
委
員
会
︼　

　
◎
星
野
　
洋
　
　
○
山
崎
峰
三
　

　
　
高
原
信
道
　
　
　
大
竹
裕
子
　

　
　
雨
宮
　
巧
　
　
　
雨
宮
義
和

︻
教
育
民
生
常
任
委
員
会
︼

　
◎
大
久
保
光
男
　
○
小
野
鈴
枝

　
　
志
村
　
忍
　
　
　
古
屋
保
男
　

　
　
野
澤
重
幹
　
　
　
仲
澤
正
巳
　

　
　
丸
山
正
一

議
長
に
志
村
忍
氏
、

副
議
長
に
高
原
信
道
氏

　
〜
初
代
市
議
会
、
構
成
決
ま
る
〜

　
５
月
16
日
か
ら
開
会
し
た﹁
平
成

17
年
第
１
回
山
梨
市
議
会
臨
時
会
﹂

に
お
い
て
、
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
議
会
運
営
委
員
会
︼

　
◎
雨
宮
義
和
　
　
○
仲
澤
正
巳
　

　
　
野
澤
重
幹
　
　
　
大
久
保
光
男

　
　
秋
山
榮
治
　
　
　
丸
山
正
一

︻
監
査
委
員
︼
　

　
　
丸
山
正
一

︻
東
山
梨
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
︼

　
　
岩
崎
友
江
　
　
奥
山
弘
昌
　

　
　
野
澤
重
幹
　
　
山
崎
峰
三

　
　
秋
山
榮
治
　
　
向
山
　
輝

　
　
雨
宮
　
巧
　
　
星
野
　
洋

︻
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
︼

　
　
佐
藤
　
勇
　
　
山
田
　
稔

　
　
仲
澤
正
巳
　
　
山
崎
峰
三
　

　
　
丸
山
正
一

︻
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員
︼

　
　
志
村
　
忍
　
　
高
原
信
道

　
　
古
屋
保
男
　
　
吉
田
昭
男

　
　
小
野
鈴
枝
　
　
大
竹
裕
子

　
　
大
久
保
光
男
　
雨
宮
義
和

︵
敬
称
略
、
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
︶

市 の 動 き
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５
月
31
日
、
夢
わ
ー
く
山
梨
に
て
新
市
初
の
区
長
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
市
長
か
ら
96
人
の
区
長
さ
ん
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
区
長
さ
ん
の
任
期
は
２
年
、

市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
。

　︵
◎
会
長
　
○
副
会
長
　
●
監
事
　
★
地
区
会
長
　

　
☆
理
事
、
敬
称
略
︶

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
〜
区
長
96
人
に
委
嘱
状
を
交
付
〜

︽
山
梨
地
域
︾

︻
加
納
岩
地
区
︼

大
野
＝
雨
宮
政
次
、
市
営
住
宅
大
野
団

地
＝
江
川
良
美
、
下
神
内
川
２
区
＝
藤

巻
眞
史
、
上
神
内
川
３
区
＝
田
邊
明
○

★ 

、
上
神
内
川
４
区
＝ 

斎
藤
政
尚
☆
、

上
神
内
川
５
区
＝
平
嶋
金
造
、
上
神
内

川
６
区
＝
手
塚
国
雄
、 

下
神
内
川
７
区

＝
萩
原
正
五
、 

下
石
森
＝
村
田
義
澄
、

上
石
森
＝
小
林
邦
光
☆

︻
日
下
部
地
区
︼

小
原
西
１
区
＝
大
村
彰
、
小
原
西
２
区

＝
岡
好
宜
○
☆
、
小
原
西
３
区
＝
山
下

隆
、 

市
営
住
宅
小
原
団
地
＝
三
枝
弘
明
、

小
原
東
４
区
＝
古
屋
弘
和
、
小
原
東
５

区
＝
戸
泉
重
雄
☆
、
小
原
東
６
区
＝
古

屋
貞
夫
、
県
営
住
宅
東
山
梨
団
地
＝
三

井
勝
、 

七
日
市
場
＝
手
塚
範
幸
、
下
井

尻
＝
依
田
道
彦

︻
八
幡
地
区
︼

南
＝
榊
原
武
夫
、 

北
＝
飯
島
賢
一
、
市

川
＝
古
屋
光
二
●
★
、
江
曽
原
＝  

中

村
勲
、
大
工
＝
奥
山
重
富
☆
、
堀
内
＝

三
枝
尚
、
水
口
＝
雨
宮
宏
造
☆
、
切
差

＝
水
上
三
千
雄

︻
山
梨
地
区
︼

万
力
１
区
＝
代
永
修
、
万
力
２
区
＝
赤

澤
国
昭
、
万
力
３
区
＝
長
谷
川
忠
良
●

★
、
正
徳
寺
＝
米
倉
孟
、
落
合
＝
二
見

照
男
☆
、
小
田
屋
＝
依
田
勲
、
上
岩
下

＝
関
口
芳
克
☆
、
山
根
＝
深
沢
伍
禮
、

矢
坪
＝
古
屋
忠
城

︻
日
川
地
区
︼

一
町
田
中
＝
窪
田
豊
★
、
市
営
住
宅
日

川
団
地
＝
中
村
稔
、
歌
田
＝
田
草
川
美

根
夫
◎
☆
、
下
栗
原
＝
小
野
賢
一
、 

上

栗
原
＝
日
澤
豊
、
中
村
＝
窪
田
保
信

︻
後
屋
敷
地
区
︼

鴨
居
寺
＝
中
島
猛
★
、
東
後
屋
敷
＝
堀

内
恒
満
、
木
戸
＝
古
屋
孝
之
、
上
新
町

＝
長
田
元
雄
、
下
新
町
＝
古
明
地
量
敏

☆
、
豊
後
＝
古
屋
勇
造
、
西
後
屋
敷
＝

三
富
英
雄
、
県
営
住
宅
東
山
梨
ぬ
く
も

り
団
地
＝
山
下
恵
二

︻
岩
手
地
区
︼

久
保
＝
樋
口
勝
洋
、
紺
屋
＝
野
沢
眞

★
、 

西
＝
水
地
太
陽
☆
、
市
営
住
宅
藤

ノ
木
団
地
＝
神
子
沢
睦
男

︽
牧
丘
地
域
︾

︻
諏
訪
地
区
︼
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杣
口
＝
津
野
正
康
、
山
本
＝
小
沢
正

夫
、
大
室
＝
岡
田
秀
雄
、
千
野
々
宮
＝

若
月
信
正
☆
、
城
古
寺
＝
梶
原
喜
久

雄
、
堀
の
内
＝
竹
居
愛
寿
、
窪
平
＝
中

山
芳
次
○
★
、
替
地
＝
小
幡
賢
吾
、
隼

＝
佐
藤
邦
道
、
室
伏
＝
武
井
次
男
、
大

沢
＝
武
井
寿
雄
、
成
沢
＝
武
井
武
雄
、

緑
ヶ
窪
＝
林
国
久
、
隼
住
宅
＝
辰
田
隆
、

堀
の
内
団
地
＝
大
澤
成
光
、
琴
の
音
タ

ウ
ン
＝
大
村
福
雄
、
千
野
々
宮
住
宅
＝

坂
本
今
朝
光

︻
中
牧
地
区
︼

城
南
＝
萩
原
一
慶
、
城
東
＝
高
原
信
道
、

東
部
＝
武
藤
信
吾
☆
、 

真
智
・
豊
原
＝

藤
原
正
美
、
倉
科
中
＝
渡
邉
冨
仁
★
、
久

保
＝
鶴
田
賢
、
坂
上
＝
大
村
泰
雄 

、
下

平
＝
大
澤
桂
、
請
地
＝
大
村
盛
男

︻
西
保
地
区
︼

塩
平
＝
藤
原
政
輝
、
漆
川
・
生
捕
＝
三

枝
行
雄
☆
、
上
道
＝
雨
宮
敬
博
、
下
道

＝
加
々
美
隆
、
赤
芝
＝
武
川
洋
男
、
膝

立
＝
平
石
武
家
、
牧
平
＝
山
下
宣
夫

★
、
中
村
上
＝
林
正
文
、
中
村
下
＝
戸

田
徳
彦

︽
三
富
地
域
︾

上
柚
木
＝
廣
瀬
式
、
下
南
＝
坂
本
公

仁
、
徳
和
＝
名
取
透
●
☆
、
川
浦
１
区

＝
岡
部
富
繁
、
川
浦
２
区
＝
岡
部
佳

高
、 

上
釜
口
＝
日
原
吉
日
出
★

市長から各区長に委嘱状が手渡されました。

今年のサマージャンボは、
　　　億万長者が84人！

　１等：２億円×42本
　２等：１億円×42本

さらに!１千万円が420本!!
　発売期間：７月15日〜８月２日

2005年　市町村振興宝くじ

こりゃあ、買わなきゃ！

この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよい街づくりに使われます。
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　中山間地域において行われている農業は、国土の保

全、良好な景観形成、水源かん養など、多面的機能の

維持発揮によって下流域の多くの国民の生命と財産、

豊かな暮らしを守っています。

　しかし、農業者の高齢化・経済状況の変化により農

業全体を取り巻く環境は年々厳しさを増し、農業者の

数は年々減少傾向にあります。特に、地理的条件の厳

しい中山間地域においては今後も耕作放棄地の増加が

予想され、多面的機能・自給率の低下が懸念されます。

　本事業は、このような問題を解決するため、労働環

境の厳しい傾斜地で耕作を続ける農業者に対し、平成

12年度から平成 16 年度までの５年間にわたり、交付

金の交付を行った事業です。

　《集落協定の実施内容》 　

　　１　農地面の点検 　

　　２　耕作地周辺水路（泥上げ）・農道の管理

　　３　耕作放棄地の管理（草刈りなど）

　　４　高付加価値型農業への取組 　

　　５　農地の面的な集積

平成 16 年度中山間地域直接支払制度の実施状況を報告します

■問い合わせ

　農林課（牧丘庁舎）　☎35-3111(内線 122)

　山梨支所　地域振興課（農林担当）☎23-4111

　三富支所　地域振興課（農林商工担当）☎ 39-2121

奥
秩
父
の
観
光
資
源
を
視
察

　
新
﹁
山
梨
市
﹂
は
、
甲
武
信
ヶ
岳
を
始
め
と
す
る

奥
秩
父
の
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
５
月
28
日
、
そ
の
観
光
資
源
の
一
部
を
、
市
長
や

議
会
議
員
、
職
員
な
ど
が
視
察
し
ま
し
た
。

　
朝
８
時
、
三
富
庁
舎
に
集
合
し
た
一
行
は
、
雨
宮

巧
議
員
の
案
内
で
、
西
沢
渓
谷
、
鶏
冠
山
林
道
、
雁

峠
、
笠
取
山
な
ど
三
富
地
域
の
観
光
資
源
を
次
々

に
見
学
、
鶏
冠
山
林
道
終
点
で
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

群
生
や
、
雁
峠
で
の
多
摩
川
・
富
士
川
・
荒
川
の
三

分
水
嶺
な
ど
、
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
花
々
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
後
は
三
富
地
域
の
温
泉
に
入
り
、
疲

れ
を
癒
し
な
が
ら
、
﹁
観
光
資
源
を
順
次
視
察
し
、

今
後
の
観
光
施
策
、
地
域
振
興
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
。﹂
と
意
見
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　

多摩川・富士川・荒川の

三分水嶺（雁峠）。

けっこうキツい登りです。
笠取山の山頂にて。

市 の 動 き

○旧山梨市

地   目
 区　分
　　面　　積　　
交　付　金

　

 急傾斜

 42,791㎡

 898,611円



 緩傾斜

 0 ㎡

 0円

　

 急傾斜

 433,932㎡

 4,995,510円



 緩傾斜

 2,423,060㎡

 8,484,365円

　合　　　計

 2,899,783㎡

14,378,486円

○旧牧丘町

地   目
 区　分
　　面　　積
　　交　付　金

　

 急傾斜

 0㎡

 0円

　

 緩傾斜

 0㎡

 0円

　

 急傾斜

 476,826㎡

 5,555,842円



 緩傾斜

 1,195,501㎡

 4,203,072円

  高齢化･耕作放棄率

 53,660㎡

 187,809円

　合　　　計

 1,725,987㎡

 9,946,723円

○旧三富村

地   目
 区　分
　　面　　積
　　交　付　金

　

 急傾斜

 0㎡

 0円



 緩傾斜

 0㎡

 0円

　

 急傾斜

 100,762㎡

 1,158,761円



 緩傾斜

 92,882㎡

 325,085円

　合　　　計

 193,644㎡

 1,483,846円

田

畑

田

畑

田

畑

《対象農用地等の基準別の面積および交付金》


 集落協定締結数
 各集落参加戸数

旧山梨市

 13 集落

 904 戸

旧牧丘町

 22 集落

 636 戸

旧三富村


 8 集落


 71 戸

《集落協定締結数、各集落参加戸数》
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　山梨市では、25名の方を消費生活相談員さんとして

委嘱し、毎日のくらしの中で消費生活に関する苦情や

相談を受け付けています。

　悪質商法に気をつけ、うますぎる話は「何かおかし

い」と疑ってかかり、この手の話には乗らないのが一

番ですが、万一契約してしまったり、納得がいかない

というような場合は、市の相談員さんに遠慮なく、早

めに相談してください。（◎会長、○副会長）

山梨市消費生活相談員を紹介します

（任期：平成 19 年３月 31 日）

　なお、山梨県消費生活相談員さんとして、下記の

方が委嘱されました。　　　　　

　  氏　　名　　　　　連　　絡　　先

　仲澤　早苗 大　　野 ☎ 22-7057

　三澤　みどり 下神内川 ☎ 22-0671

　駒田　勝彦 上神内川 ☎ 22-4471

　前嶋　宇夕子 牧丘町窪平 ☎ 35-2580

　日原　トミ子 三富上釜口 ☎ 39-2550

                                            (順不同・敬称略)

　県内におけるシートベルトの着用率は、一般道の運転席

で90.7％と、全国平均と同率で、全国25位（警視庁・JAF

全国調査）であり、前年（90.1％）より若干向上しました。

　しかしながら、自動車乗車中の交通事故死者の着用率は

43.3％と依然として低い状況であり、シートベルトをして

いれば、非着用者 14 人のうち８人の尊い命が助かったと

考えられます。

　今年も更なる着用率アップを図るため『シートベルト着

用ステップアップ運動』を実施します。シートベルトは自

分の身を守る命綱です。助手席、後部席も必ずシートベル

トを締める習慣をつけてください。また６歳未満のお子さ

んにもチャイルドシートの着用をお願いします。

シートベルト着用

　　　　　ステップアップ運動実施

■期      間 ６月 25 日（土）〜８月 31 日(水)

■着用率調査 事前調査 ６月 25 日 〜 30 日

１回目 ７月 26 日 〜 31 日

２回目 ８月 26 日 〜 31 日

▼社会福祉資金として

　田村すみ子様(一町田中)　 ---------------------- 10 万円

　久保川こまえ様(西保中)　 ---------------------- 20 万円

　野沢　眞様　(東)　　　　 ----------------------- ５万円

（順不同）

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥

市長と話をしませんか？

※待ち時間解消のため、できるだけ事前にご予約ください。

【問い合わせ】

市役所総務課広聴広報担当 ☎ 22-1111(内線 225、226)

Ｅメール　info@city.yamanashi.yamanashi.jp

《７月の対話コーナー》

【日程および場所・対象者】

７月 15 日(金) 午後２時 30 分〜４時 30 分　

牧丘支所・牧丘地域住民

７月 20 日(水) 午後１時 30 分〜３時 30 分　

三富支所・三富地域住民

７月 22 日(金) 午後１時 30 分〜３時 30 分

山梨市役所・山梨地域住民

「広報やまなし」に対するご意見・ご提案を

お寄せください。　☎ 22-1111(内線 225.226)

Ｅメール　info@city.yamanashi. lg.jp

地　区
       氏　　名
 (住　所)
 電 　話 


 ◎
仲澤　早苗
 (大　野)
 22-7057





 三澤　みどり
 (下神内川)
 22-0671





 芦澤　春子
 (上神内川)
 22-3701

　

 山崎　夏美
 (上石森)
 22-3165



 米倉　和子
 (下神内川)
 22-0042



 平柳　登美子
 (小原西)
 22-5760



 鷹埜　久美子　(小原西)
 22-6826



 正岡　芳子
 (小原西)
 22-2348



 青木　百合子
 (小原東)
 22-2980



 丸山　まり子
 (市　川) 
 22-4513



 相原　達子
 (江曽原)
 22-7529



 丸山　節子
 (大　工)
 22-7178



 佐藤　雅子
 (万　力)
 22-9140



 中村　民子
 (落　合)
 22-2977



 萩原　雅子
 (上岩下)
 22-0017



 神戸　榮子
 (歌　田)
 22-0724



 飯島　由己
 (一町田中)
 22-1908

   
 ○
中島　きよ子
 (鴨居寺)
 22-1800



 清水　明美
 (三ヶ所) 
 22-2008



 内田　計子
 (　東　)
 22-6590



 鈴木　苑子
 (　西　)
 22-5821



 前嶋　宇夕子
 (窪　平)
 35-2580



 戸田　登志美
 (西保中)
 35-2390



 名取　きみよ
 (徳　和)
 39-2454

            ○
日原　トミ子
 (上釜口)
 39-2550

加納岩

日下部

八　幡

山　梨

日　川

後屋敷

岩　手

牧　丘

三　富
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か
ん
な

　
次
に
、
群
馬
県
神
流
町
へ
。
15
年
４
月
に

万
場
町
、
中
里
村
が
合
併
し
神
流
町
と

な
っ
た
町
で
す
。
深
い
山
々
と
、
神
流
川
が

流
れ
る
清
流
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
、

鮎
の
ま
ち
で
あ
り
、
恐
竜
の
里(

旧
中
里
村)

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、｢

神
流
川
ラ
ブ
リ
バ
ー
川
づ
く

り｣

﹁
瀬
と
淵
を
取
り
戻
す
実
験
工
事
﹂
な
ど

の
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
山
梨
市
の

｢

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
構
想｣

と
考
え
を
同

じ
く
す
る
も
の
で
す
の
で
、
今
後
の
参
考

と
し
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
群
馬
県
藤
岡
市
へ
。
藤
岡
市
は

18
年
１
月
１
日
、
鬼
石
町
と
合
併
し
新｢

藤

岡
市｣

と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
や
は
り
秩
父

市
と
も
近
隣
で
す
。

　
藤
岡
市
長
の
新
井
利
明
氏
は
、
旧
知
の

仲
で
あ
り
福
田
赳
夫
元
総
理
、
福
田
康
夫

元
官
房
長
官
の
秘
書
を
勤
め
ま
し
た
。
議

員
会
館
の
部
屋
が
近
く
、
私
が
勤
め
た
田

邉
国
男
先
生
と
福
田
先
生
は
同
士
で
し
た
。

　
15
日
は
、
長
野
県
川
上
村
を
訪
問
し
ま

し
た
。
川
上
村
は
、
夢
の
庭
園
、
大
弛
峠
を

経
て
牧
丘
町
と
接
し
て
お
り
、
今
後
の
交

流
は
大
切
で
す
。

　
　
回
の
訪
問
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

と
の
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
話
が
で
き
、

有
意
義
な
訪
問
で
し
た
。
近
隣
県
の
市
町

村
と
の
交
流
は
今
後
の
地
域
戦
略
、
ま
ち

　
　
た
、
６
月
13
日
に
は
、
牧
丘
町
焼
山
峠

に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
﹁
子
授
け
地
蔵
社
﹂

の
竣
工
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
焼
山
峠
に
は
、
旧
牧
丘
町
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
﹁
子
授
け
地
蔵
﹂
が
あ
り
、
近
年
そ

の
存
在
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併

を
祈
念
し
て
、
旧
牧
丘
町
・
同
観
光
協
会
な

ど
が
中
心
と
な
り
、﹁
地
蔵
社
﹂
を
建
立
し

た
も
の
で
す
。

　
乙
女
高
原
、
小
楢
山
、
琴
川
ダ
ム
な
ど
を

始
め
観
光
ゾ
ー
ン
の
一
つ
と
し
て
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
社
会
に
少
し
で
も

ご
利
益
が
あ
れ
ば
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
ご
労
苦
に
感
謝
し
ま
す
。

近

隣

県

の

市

町

村

を

訪

問

、

視

察

第

１
回

　
　
月
14
日
、
近
隣
県
の
市
町
村
を
訪
問

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
秩
父
市
に
。
本
年
４

月
１
日
、
大
滝
村
、
荒
川
町
、
吉
田
町
と
合

併
し
、
新｢

秩
父
市｣
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
秩
父
と
い
う
名
称
は
、
古
事
記
、
国
造
本

紀
の
中
で
﹁
崇
神
天
皇
時
代
、
知
々
夫
国
造

が
任
命
さ
れ
た
﹂
と
あ
り
、
元
明
天
皇
の
時

代
の
８
世
紀
和
銅
年
間
に
国
・
郡
等
の
名

称
が｢

秩
父｣

と
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

︵
甲
斐
国
山
梨
郡
も
こ
の
こ
ろ
で
す
︶。

　
今
ま
で
は
、
山
梨
市
が
秩
父
の
イ
ベ
ン

ト
に
商
工
会
を
中
心
に
参
加
、
牧
丘
町
の

彩
甲
斐
ま
つ
り
・
灯
籠
ま
つ
り
へ
埼
玉
側

か
ら
参
加
、
三
富
村
は
大
滝
村
と
イ
ベ
ン

ト
の
相
互
参
加
、
消
防
団
・
小
学
生
の
交
流

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
開
会
前
の
忙
し
い
時
間
で
あ
り
ま

し
た
が
、
８
時
30
分
に
市
長(

前
秩
父
市
長
・

栗
原
稔
氏)

、
助
役
、
収
入
役(

前
大
滝
村
・

山
口
村
長)

に
温
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

積
極
的
に
取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　
面
取
り
組
む
事
柄
の
主
な
も
の
と
し

て
、
山
梨
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会
設
置

／
セ
レ
ス
テ
ィ
カ
ジ
ャ
パ
ン
用
地
の
活
用

検
討
委
員
会
設
置
／
仮
称
　
行
財
政
改
革

諮
問
・
有
識
者
会
議
の
設
置
／
地
域
審
議

会
の
設
置
／
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
取
り
組

み(

７
月
予
備
調
査
予
定)

／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ラ
ン
策
定
／
環
境
基
本
計
画
策
定
／
構

造
改
革
特
区
・
地
域
再
生
計
画
の
展
開
／

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
展
開(

根
津
邸

整
備
な
ど)

／
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展

開
／
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
配
備
／
各

種
計
画
・
構
想
の
統
合
／
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
／
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

／
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
／

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
構
想
／
道
路
網
整

備
計
画
／
牧
丘
・
三
富
地
域
の
小
中
学
校

へ
の
二
学
期
制
導
入
な
ど
が
あ
り
、
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
始
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

６

ま

山梨市

当

チャレンジ！

山梨市長　中村照人

焼山峠の小楢山登山道入口にある子授け地蔵。

祠と案内板が新しくつくられた。

今
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春の叙勲受章　おめでとうございます

瑞
宝
小
綬
章

︵
法
務
行
政
事
務
功
労
︶

金丸義雄さん
　　（70 歳・市川）

瑞
宝
双
光
章

　
　
︵
更
生
保
護
功
労
︶

細川俊宏さん
　　（72 歳・万力）

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
︵
教
育
功
労
︶

向山保雄さん
　（78 歳・上神内川）

　
金
丸
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
に
法
務
局
に
就
職
、
牧

丘
出
張
所
、
塩
山
出
張
所
な
ど
地
元
の
勤
務
を
経

て
昭
和
38
年
に
法
務
省
訟
務
局
に
転
勤
、
昭
和
50

年
に
一
度
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
長
と
し

て
郷
里
に
戻
っ
た
後
、
54
年
に
再
び
法
務
省
訟
務

局
に
転
勤
、
そ
の
後
、
茨
城
や
福
島
で
の
勤
務
を
経

て
、
平
成
２
年
に
は
岐
阜
地
方
法
務
局
長
に
就
任
、

平
成
５
年
、
新
潟
地
方
法
務
局
長
を
最
後
に
退
職

す
る
ま
で
約
40
年
間
に
わ
た
り
、
登
記
や
戸
籍
事

務
な
ど
、
法
務
局
の
仕
事
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
後
は
法
務
大
臣
か
ら
の
任
命
を
受

け
、
群
馬
県
で
10
年
間
公
証
人
と
し
て
の
職
に
当

た
り
、
故
郷
に
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
た
の
は
、
つ

い
最
近
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
就
職
当
時
の
牧
丘
出
張
所
勤
務
時
代
の
こ
と
を

お
伺
い
す
る
と
、﹁
当
時
は
ま
だ
経
験
も
な
く
、
仕

事
を
覚
え
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
周
囲
を
見
る

ゆ
と
り
は
な
か
っ
た
。﹂
と
語
ら
れ
ま
す
。

　
法
務
局
の
仕
事
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
扱

う
こ
と
が
多
く
、﹁
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
落
ち

込
ん
で
な
ど
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
常
に
﹃
世
の

た
め
人
の
た
め
﹄
と
思
っ
て
ひ
た
す
ら
仕
事
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。﹂
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
転
勤
が
多
く
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
。
途
中
か
ら
は
、
ご
両
親
の
介
護
の
た
め

奥
様
が
実
家
に
残
り
、
単
身
赴
任
の
生
活
が
続
い

た
こ
と
を
振
り
返
り
、
﹁
家
庭
を
守
っ
て
く
れ
る

妻
が
い
た
か
ら
仕
事
に
専
念
で
き
た
。
今
回
の
授

章
も
妻
の
支
え
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。﹂
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
細
川
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
40
年
以
上
の
間
、
保
護
司
と
し
て
地
域
で
の
更

生
保
護
活
動
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
干
30
歳
で
地
元
の
区
長
さ
ん
ら
に
保
護
司
の

職
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
家
の
茨
城
で
は
お
父

様
が
保
護
司
を
務
め
て
お
り
、﹁
詳
し
い
内
容
は
知

ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
う
い
う
仕
事
が
あ
る
の

は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
迷
い
は
し
ま
し
た
が
、

縁
が
あ
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
地
域
、
何

か
の
役
に
立
た
な
き
ゃ
と
思
っ
て
。﹂
と
快
諾
。

　
当
時
、
地
域
の
保
護
司
仲
間
で
は
最
年
少
。
会
議

に
行
く
と
青
少
年
の
相
談
役
に
間
違
え
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。﹁
40
年
の
間
、
多
い
と
き

に
は
ひ
と
月
に
４
、
５
人
の
少
年
た
ち
に
関
わ
り

ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
﹃
や
め
た
い

な
﹄
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
更
生
し
た
子

ど
も
の
よ
う
す
を
見
る
と
、﹃
あ
あ
、
が
ん
ば
っ
て

よ
か
っ
た
﹄
と
報
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
40
年
と
聞
く

と
長
い
間
で
す
が
、
過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。﹂
と
目
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
ま
た
、﹁
社
会
奉
仕
の
仕
事
で
す
か
ら
、
自
慢
す

る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の

授
章
に
つ
な
が
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
家
族
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
。
﹂
と
自
ら
を
謙
遜
す
る
と
と

も
に
、
ご
家
族
へ
の
ご
配
慮
も
。

　
細
川
さ
ん
は
、
現
在
72
歳
。
保
護
司
は
75
歳
定

年
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
﹁
後
任
が
い
れ
ば
い

つ
で
も
譲
り
た
い
。
で
も
、
職
務
に
就
い
て
い
る

間
は
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
﹂
と
笑
顔

で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
向
山
さ
ん
が
教
師
の
職
に
就
い
た
は
、
教
育
制

度
が
６
・
３
・
３
・
４
制
に
変
わ
っ
た
年
。﹁
先
輩

を
見
習
う
に
も
、
だ
れ
も
が
暗
中
模
索
。
ど
の
よ
う

に
し
て
い
い
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。﹂

　
新
し
い
教
育
制
度
を
学
ぶ
た
め
に
、
東
京
大
学

に
内
地
留
学
。
そ
こ
で
、
学
ん
だ
教
育
理
念
や
指
導

法
を
同
僚
に
指
導
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
放
送
機

器
を
使
っ
た
放
送
教
育
の
導
入
や
、
道
徳
教
育
の

研
究
主
任
と
し
て
、
常
に
一
歩
進
ん
だ
教
育
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
地
元
日
川
小
学
校
の
校
長
時
代
は
、﹁
学
校
教
育

は
教
科
書
だ
け
で
は
ダ
メ
。
地
域
の
こ
と
を
知
り
、

学
び
、
地
域
に
協
力
す
る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が

大
切
。﹂
と
地
元
の
区
長
さ
ん
ら
に
呼
び
か
け
、
消

防
団
に
協
力
を
お
願
い
し
、
日
川
地
区
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
﹁
川
倉
﹂
を
授
業
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
県
の
﹁
山
梨
教
育
推
進

課
﹂
の
初
代
課
長
に
就
任
。
向
山
さ
ん
の
活
動
方
針

は
、
山
梨
市
の
公
民
館
活
動
に
も
生
か
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
市
は
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。

　
ま
た
、
退
職
後
は
、
二
期
８
年
山
梨
市
の
教
育

長
と
し
て
活
躍
、
週
５
日
制
の
導
入
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
常
に
先
駆
者
と
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
き
た
向
山
さ
ん
。
﹁
周
囲
の
み
な
さ
ん
が
協

力
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
で
す
が
、﹃
や
り
た
い
﹄

と
思
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
よ
い
結

果
に
つ
な
が
っ
た
。
何
よ
り
も
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
に
め
ぐ
り
合
え
た
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
。﹂

と
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。
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地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で

〜
ふ
れ
あ
い
連
絡
会
が

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
〜

ちょっぴり恐かったけど、

楽しかったよ　〜図書館こどもまつり〜

和の雰囲気に思わずうっとり

〜市田ひろみさん講演会〜

　

市田さんといえば、和服姿。当日も和服で登場です。

　
ふ
れ
あ
い
連
絡
会
は
、
地
域
の
防
犯

活
動
を
行
う
た
め
に
、
平
成
８
年
に
会

長
の
萩
原
正
さ
ん
が
仲
間
と
考
案
。
そ

の
後
、
地
域
を
把
握
し
て
い
る
区
長
経

験
者
に
声
を
か
け
、
現
在
は
11
名
の
会

員
が
駐
在
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
啓

蒙
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
に
は
、
初
の
試
み
と
し

て
、
山
梨
小
学
校
の
１
年
生
と
一
緒
に

下
校
し
、
子
ど
も
た
ち
を
送
り
な
が
ら

通
学
路
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
﹁
凶
悪
犯
が
多
発
す
る
世
の
中
だ
か

ら
、
地
域
の
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
い
き
た
い
﹂
と
語
る
連
絡
会

の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期

待
が
集
ま
り
ま
す
。

　(社)山梨青年会議所主催の講演会が５月13日、

市民会館において開催されました。この日の講演

を行ったのは、お茶のコマーシャルでお馴染みの

市田ひろみさん。

　市田さんは、女優のほか、美容師、服飾研究家、

大学講師など幅広い分野において活躍、また、市

田さんの名前を一躍有名にしたお茶のテレビＣＭ

では「ＣＭフェスティバル賞」を受賞しています。

　市田さんは、「今伝えたい、日本の心」と題し、

自身の体験談や苦労話などを織り交ぜながら、現

代の教育と子育てについての疑問や、ご自分の考

えなどを、およそ２時間にわたって話しました。

ゼ
ロ

ゴ
ミ
０
の
日
に
ゴ
ミ
拾
い

　
　
〜
観
光
地
美
化
清
掃
〜

　

　
５
月
30
日
、
牧
丘
町
内
の
焼
山
峠
・

乙
女
高
原
周
辺
で
、
観
光
地
美
化
清

掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
美
化
清
掃
は
、
毎
年
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
東
京
電
力
や
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
町

と
観
光
協
会
が
実
施
し
て
い
た
も
の

で
す
。

　
新
市
と
な
っ
た
今
年
も
﹁
訪
れ
る

人
に
気
持
ち
よ
く
観
光
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
﹂
と
、
東
京
電
力
社
員

と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
協
力
し
、

お
よ
そ
半
日
に
わ
た
り
、
林
道
や
遊

歩
道
沿
い
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

林
道
沿
い
の
ゴ
ミ
を
拾
う
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　５月 28 日、市民会館で開かれた「図書館こど

もまつり」には、大勢の親子が集まりました。

　人形劇では、迫真の演技に思わず泣き出してし

まう子もいましたが、参加者は、人形劇やアニメ

映画などを鑑賞し、楽しい時間を過ごしました。

毎月の会費から食事代を節約して

作ったお揃いのジャンパーを着て、

各地区に別れて出発。子どもたちを

家まで送ります。（写真上）

パトロール終了後は、ようすを報告

し合います。（写真左）
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　６月10日、市民会館において、平成17年度山梨市戦没

者合同慰霊祭が行われました。

　この慰霊祭は、旧市町村で行われていた合同慰霊祭を統

合し、新市において初めて合同で実施するもので、市長が

祭文を読み上げた後、参列した遺族の代表が順次壇上に祭

られた慰霊の位に献花をささげました。

﹁
子
授
け
地
蔵
社
﹂
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た

戦没者合同慰霊祭を開催

一足お先にっ！

山梨小・後屋敷小で運動会

　6月11日、山梨小学校と後屋敷小学校で運動会が行われ

ました。山梨小は体育館建設、後屋敷小は校舎の大規模改

修を行うため、今年はこの時期に運動会をすることに。

　新年度が始まりわずか２か月という短い期間の中での練

習は大変だったでしょうが、小どもたちは、それぞれの競

技や演技を精一杯披露しました。

　かわいらしく、また一生懸命なその姿に、観客席からは

大きな拍手が送られました。また、子どもたちは時おり雨

が降る天候の中、元気いっぱいに校庭を走り回りました。

運動会といえば綱引き。

ありったけの力を込めて

綱を引く姿がかわいいで

すね。（写真上・後屋敷小）

チームワークが大切な組

み立て体操。小雨が降る

中、がんばりました。（写

真左・山梨小）

舞台中央の英霊の位に献花をする遺族。

　
牧
丘
町
焼
山
峠
に
あ
る
子
授
け
地

蔵
の
祠
と
案
内
板
が
新
設
さ
れ
、
６

月
13
日
、
現
地
に
お
い
て
竣
工
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
旧
牧
丘
町
観
光
協

会
が
市
町
村
合
併
に
伴
う
記
念
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
同
会
で
は
、﹁
平
成
19
年
度
琴
川
ダ

ム
が
完
成
す
る
と
、
焼
山
峠
や
乙
女

高
原
周
辺
の
観
光
客
は
増
加
す
る
。

地
元
に
残
る
言
い
伝
え
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
多
く
の
観
光
客
の
訪
れ
る

心
和
む
場
所
と
し
て
い
き
た
い
﹂
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
、
南
部
町
の
南
部
橋

上
流
河
川
敷
に
お
い
て
、﹁
平
成
17

年
度
富
士
川
水
防
訓
練
大
会
﹂
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
水
防
管
理
団
体
・

水
防
関
係
機
関
職
員
な
ど
の
水
防

工
法
の
習
熟
と
地
域
住
民
の
水
防

活
動
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
富
士
川
水
防
連
絡
会
の

構
成
団
体
で
あ
る
各
市
町
村
の
水

防
団
、
山
梨
大
学
、
河
川
災
害
協
定

会
社
な
ど
20
団
体
が
、
昔
か
ら
引

市
役
所
職
員
チ
ー
ム
、

水
防
訓
練
大
会
に
参
加

関
係
者
が
見
守
る
中
、
案
内
板
の

除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。︵
写
真
右
は
日
原
観

光
協
会
会
長
、
左
は
卜
部
同
会
牧
丘
支
部
長
︶

き
継
が
れ
て
い
る
水
防
工
法
を
そ
れ

ぞ
れ
種
目
別
に
分
か
れ
披
露
し
ま
し

た
。

　
山
梨
市
役
所
の
職
員
10
名
で
編
成

さ
れ
た
山
梨
市
チ
ー
ム
は
、
﹁
木
流

し
工
﹂
と
い
う
種
目
に
参
加
。
こ
の

日
に
た
め
に
、
仕
事
の
後
、
消
防
署

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
熱
心
に
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
息
を
合
わ
せ
て
テ
キ
パ
キ
と
作

業
を
こ
な
す
姿
に
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

素
早
く
作
業
を
進
め
る
山
梨
市
職
員
チ
ー

ム
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
バ
ッ
チ
リ
。
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　★屋内温水プール各種教室のご案内★

　現在開催中の教室は、夏休み期間（7/21 〜

8/31）はお休みとなります。

　◎ウォーキング・アクアビクス(水中での歩行・

　　水中運動)教室　（だれでも参加自由）

　　毎週火・金曜日開催中

　　昼の部 午後 2:00~3:00　夜の部 午後 7:30~8:30

　◎泳ぎの教室（18 歳以上ならだれでも参加自由）

　　毎週木曜日開催中

　　　●ワンポイント・アドバイス教室

　　　　　午後 2:00~3:00 午後 8:00~8:30

　　　●水なれ教室 午後 7:00~7:30

　　　●クロール教室 午後 7:30~8:00

　　　　（教室時間中でも通常利用はできます）

【７月のカレンダー】　 ( )内は休館日

　●市民総合体育館　(4・11・19・20・25 日)

　●屋内温水プール(4・5・6・7・11・19・20・25日)

　※ 5 日（火）〜 7 日（木）は、プール清掃および機械　

　点検のため臨時休館となります。

　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　● B ＆ G 海洋センター(4・11・18・19・25 日)

　※ 12 日（火）〜 17 日（日）は、清掃および機械点検の

　ため、プールのみ臨時休業となります。

　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　

　　

◎「海の日」を記念して施設を無料開放

　B＆G海洋センターでは、７月23日(土)午前９時〜

　午後５時まで「海の日」を記念して、施設の無料開

　放を行います。この機会にぜひ海洋センターをご利

　用ください。

　※雨天時は、体育館を除く施設（プール、格技場、

　パワーステーション）のみの開放となります。

◎市民総合体育館をご利用ください

　（毎月１日に使用受付期間を更新していきます）

　７月１日からは、以下の期間までの使用申し込み

　ができます。

　※練習で使用する場合……７月〜９月分まで

　※スポーツ大会で使用する場合

　　　　　　　　　……７月〜来年４月分まで

※塗りつぶしてある日は、全施設が休館です。

★は、屋内温水プールの休館日、◆は海洋セン

ターの休館日、●は市民総合体育館と屋内温水

プールの休館日です。

社会体育施設だより

★カレンダー内の「ＷＡ」「水泳」は、屋内温水プール各種教室の開催日を示しています。

※ＷＡ＝ウォーキング・アクアビクス教室（昼・夜）

※水泳＝ワンポイントアドバイス水泳教室（昼・夜）・水なれ教室（夜）・クロール教室（夜）

市民総合体育館（上石森） ☎ 22-5600

屋内温水プール（上石森） ☎ 23-5211

牧丘 B ＆ G 海洋センター（牧丘町窪平）☎ 35-4411

■主　催 市体協ゲートボール部

■日　時 ８月の毎週金曜日　午後７時〜９時

■場　所 市民総合体育館軽スポーツ広場

■参加対象 小学生以上の初心者および未経験者

■指導者 ゲートボール公認地域指導員

■用　具 ゲートボール部で用意します

■申込・問い合わせ　　

　ゲートボール事務局・内田　☎ 22-3072

　または　普及指導部・雨宮　☎ 22-1196

ゲートボール教室

参加者募集！

★ゲートボール豆知識★
　ゲートボール（Gateball）は、日本生まれのスポーツです。1947年、

北海道芽室町在住の鈴木栄治氏が、フランスの伝統的な競技「クロッ

ケー」をヒントに、戦後の混乱の中で満足な遊び道具のない子ども

たちが手軽にできるスポーツとして考案しました。

　しかし、創始者の本来の目的であった子どもたちへの浸透とは反

対に、手軽で体力的な負担も少ないという特性から、高齢者に適し

たスポーツとして脚光を浴びるようになり、「国民皆スポーツ」の提

唱により、若年層から高齢者層まで年齢性別を問わず、いつでも、ど

こでも、誰とでも気軽に楽しめるスポーツとして、全国各地で普及

されるようになりました。

　一般にゲートボールの30分の競技時間内で、平均700歩ほど歩く

と言われています。また、ある調査ではゲートボールをはじめて1年

目で、「腰痛」「肩こり」が減った人が 20 〜 30％いたそうです。

　そのほか、「家族の雰囲気が明るくなった」「人間関係の向上や

仲間づくりに役立っている」といった声がかなり聞かれるとのこ

と。適度な運動量が得られますので健康維持には最適です。まして

常に攻める気持ちを持ち、頭を使うスポーツなので精神面での若さ

を獲得することができます。

　
木
び
　
体

ど
う
　
で
温
　
る
う
　
常

★★ ★

●◆

WA

WA

WAWA 水泳

 

日 月 火 水 木 金 土
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スポーツ
　大好きっ！
スポーツ
　大好きっ！

【団体戦】　　　

《小学校低学年の部》 優勝　笛吹剣友会Ａ　

　準優勝　笛吹剣友会Ｃ ３位　塩山剣道ＳＳＡ　

《小学校高学年の部》 優勝　笛吹剣友会Ａ

　準優勝　玉宮剣道ＳＳ ３位　笛吹剣友会Ｃ　

《中学校男子の部》　　　　 優勝　山梨南中学校Ａ　

　準優勝　山梨北中学校Ａ ３位　塩山中学校Ａ　

《中学校女子の部》 優勝　山梨南中学校Ａ　

　準優勝　山梨北中学校 ３位　一心会　　

【個人戦】

《小学校３年以下の部》 優勝　伊波　大寿

　準優勝　大村　康将 ３位　久保田　謙　

《小学校４年生の部》 優勝　寺本　駿也

　準優勝　鶴田　桂樹 ３位　澤登　芳秋　

《小学校５年生の部》 優勝　名取　李夏

　準優勝　古屋　亮介 ３位　田辺　俊輝　

《小学校６年生の部》 優勝　岡　　秀駿　

　準優勝　松永　愛 ３位　嶋崎　大地　

《中学生男子 1 年の部》 優勝　田村　光　　

　準優勝　谷沢　智彦 ３位　長沼　佳介　

《中学生男子２年の部》 優勝　廣瀬　俊一　

　準優勝　大村　昇平 ３位　早川　公明　

《中学生男子３年の部》 優勝　渡辺　千広　

　準優勝　渡辺　和歩 ３位　萩原　広晃

《中学生女子１年の部》 優勝　望月　けい　

　準優勝　澤田　梨香　　

《中学生女子２年の部》 優勝　宮川　ひろみ　　

　　準優勝　岩間　江里奈 ３位　早川　由貴

《中学生女子３年の部》 優勝　松永　梢　　　　

　　準優勝　宮川　亜樹 ３位　広瀬　ひとみ

（敬称略）

少年少女剣士大活躍！
〜 B ＆ G 財団会長杯

　第 18 回山梨市牧丘海洋センター剣道大会

　　　　　　（５月 14 日、牧丘海洋センター）〜

流れる汗もさわやかでした
〜第１回山梨市長杯争奪ソフトテニス大会

　　　　　　（５月 29 日、日川高校ほか）〜

　東山梨地区の小中学生が、家族や指導者、友達の声援

を背に、日頃の練習の成果を競い合いました。

主な成績は、次のとおりです。

　旧山梨市において40年近く続いてきた「福田記念杯

ソフトテニス大会」。市町村合併を期に名称を変え、新

たな１歩を踏み出しました。

　テニス日和となった当日は、日川高校など３つの会場

で、約250名のプレーヤーがソフトテニスを楽しみまし

た。主な成績は、次のとおりです（敬称略）。

　【一般男子の部】

　　　優　勝　小泉・桜田 組 （韮崎市連）

　　　準優勝　野沢・海野 組 （桜桃クラブ）

　　　３　位　赤池・藤川 組 （山梨大）

　　　３　位　荻原・土屋 組 （桜桃クラブ）

　【一般女子の部】

　　　優　勝　西川・荒井 組 （山梨大）

　　　準優勝　松野・沢登 組 （山梨大）

　　　３　位　中村・荻原 組 （塩山高）

　　　３　位　深沢・金田 組 （皇龍会）

　【壮年の部】

　　　優　勝　早川・神戸 組 （山梨市連盟）

　　　準優勝　志村・萩原 組 （ヒノデクラブ）

　　　３　位　飯田・穴山 組 （不老クラブ）

　　　３　位　久保寺・斉藤 組 （不老クラブ）
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◆◇◆結核検診を受けましょう！◆◇◆

◆◇◆成人健康診査（８月分）◆◇◆

　８月の成人健康診査は次のとおりです。健康管理のた

め、年に 1 回は健診を受けましょう。

■受付時間　いずれも午前 8 時 30 分〜 10 時 30 分

■健診項目と負担金

　胸部レントゲン検診（結核・肺がん検診）-- 100 円

　喀痰検査（肺がん検診）---------------------------- 400 円

　腹部超音波検診（腹部がん検診）--------------- 500 円

　胃レントゲン検診（胃がん検診）--------------- 500 円

　循環器基本検診・肝炎ウイルス検診 -------- 1,000 円

　大腸がん検診------------------------------------------- 200 円

　乳がん検診 ---------------------------------------------- 800 円

　子宮がん検診----------------------------------------- 1,000 円

　歯周疾患検診------------------------------------------- 600 円

　※検診項目の詳細は、「広報やまなし」5 月号

　　13 ページをご覧＜ださい。

■持ち物

　①山梨市成人健康診査票

　　16 年度胸部レントゲン検診受診者と基本健診のみ

　を受診された人に郵送します。健診票の太枠内を記入

　して当日必ずお持ちください。

　　郵送されなかった人で受診を希望する人は、健診票

　を郵送しますのでご連絡＜ださい。

　　また、牧丘支所および健診会場にも健診票を用意し

　てあります。

　②健康手帳

　　ある方は当日お持ちください。お持ちでない方は当

　日交付します。

　③自己負担金

　　受診する検査項目を確認の上、釣り銭のないように

　お金をご持参ください。

◆◇◆血液サラサラ体験教室◆◇◆

　市では、生活習慣病予防のため、各種教室を行ってい

ます。

　今回の教室は、指先から１滴の血液をとり、顕微鏡を

透してテレビモニターに映し出し、生きた状態の赤血

球、白血球、血小板などのようすや、乾燥させた血液で

活性酸素の状態がわかります。

　画面を見ながら身体の状態を確認し、生活習慣を見直

し健康相談を行います。

　健康を維持増進させるひとつの手段として、自分の目

で確かめてみませんか。生き生きと、充実した生活を

送って頂けることを目標としています。

■講師　東京医科歯科大学大学院助教授　志村則夫先生

■場所　山梨三富基幹集落センター内　健康相談室　　

■予約・問い合わせ　三富支所住民生活課保健環境担当

☎ 39-2121（内線 316、317）

■予約受付時間　午前９時〜正午、午後１時〜３時

※定員になり次第受付終了させていただきます。

※新規申込者には問診票を送付しますので、記入の上当

日持参してください。

◆◇◆老人健康教室および　　　　　　　

　　　　　老人医療費受給者証交付◆◇◆

■日　時　７月 29 日（金）午前９時 30 分〜 10 時

■場　所　山梨市保健センター

■対象者　

　昭和12年８月１日〜８月31日、昭和10年７月２日

〜８月１日生まれの方。該当者には、通知します。

■問い合わせ　山梨庁舎市民課国民健康保険担当　

　☎ 22-1111（内線 146、148）

　牧丘支所住民生活課市民担当　

　☎ 35-3111（内線 145、146）

　三富支所住民生活課市民担当　

　☎ 39-2121（内線 316、317）

　市では、結核予防法における住民検診の一環として、

寝たきりなどにより、地区の検診を受診できない人（家

族の送迎などで、医療機関が受診できる人）を対象に、

医療機関での検診を実施いたします。

　高齢者や寝たきりの人は抵抗力が弱く、結核に感染す

る危険や集団感染を引き起こす危険が高いことから、病

気を早期発見するために検診が大切です。ぜひ年に１回

は受診されることをお勧めします。

■自己負担金　700 円

　（平成17年度の料金です。広報６月号では500円と掲

　載しましたが、誤りですのでお詫びして訂正させてい

　ただきます。）

■申込・実施期間

　平成17年6月1日（水）〜平成18年2月28日（火）

■申込方法　負担金を持参し、山梨庁舎保健課または

　各支所住民生活課に申し込んでください。

■問い合わせ

　山梨庁舎保健課

　または各支所住民生活課

月　日
 会　　　　場
 該  当  地  区

８/２(火)
 牧丘町保健センター
 諏訪地区

８/４(木)
 中牧多目的集会施設
 中牧・西保地区

８/２

８/３ ７/20(水)
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●山梨庁舎保健課 ☎ 22-1111（内線 412 〜 416）　

●牧丘支所住民生活課 ☎ 35-3111（内線 141、145）　

●三富支所住民生活課 ☎ 39-2121（内線 316、317）　

保 　 健 一般

◆◇◆平成 17 年度人間ドック申込受付（７月分）◆◇◆

■人間ドックの受診期間

　平成 17 年８月１日から平成 18 年２月 28 日までと

します。申し込みをされるときに、ご希望の月日を指

定してください。

■対象者

　市税完納者で、次のいずれかに該当する人。

　①山梨市国民健康保険加入者で、昭和11年４月２日

　〜昭和 46 年４月１日に生まれた人

　②他の健康保険加入者は、下記の期間に生まれた人。

■負担金

　一般健診　男性 7,000 円　女性 8,000 円

　特別健診　(40歳・50歳・60歳の人で希望される人)

　　　男性 7,500 円･･･一般検診＋歯周疾患検診

　　　女性 9,000 円･･･一般検診＋骨粗しょう症検診

　　　　　　　　　　＋歯周疾患検診

■健診機関

　加納岩総合病院、山梨厚生病院、JA 山梨厚生連、

　塩山市民病院、牧丘病院、石和温泉病院

■申込方法

　本人または家族による直接申し込みとします。

　(電話・友人などは不可)

■持参するもの　保険証

■その他

　①この受付は、おおむね９月頃まで行います。

　②受付当日は、混雑をしご迷惑をおかけしますが、

　ご協力をお願いします。

　※山梨地域は、当日午前８時から職員が整理券を配布します。

　※この事業は、旧市町村単位で実施しています。他の地域での申し込みはできませんので、ご注意ください。

◆◇◆健康相談をご利用ください◆◇◆

　山梨市では健康相談を実施しています。お気軽にご

利用ください。

＜山梨市保健センター・牧丘支所・三富支所＞

　（赤ちゃんから高齢者まで健康・栄養相談を実施）

　◆受付時間　午前８時 30 分〜午後５時

＜山梨市老人健康福祉センター＞　☎ 22-9616　　

　（成人・高齢者を中心に、月に３〜４回火曜日に実施

　１回は栄養相談も実施）

　◆受付時間　午前 10 時〜午前 11 時 30 分

■問い合わせ

　山梨庁舎保健課・各支所住民生活課

　または老人健康福祉センター　☎ 22-9616　

◆◇◆献血にご協力を！

  〜血液が不足しています〜◆◇◆

■日　時　７月 26 日（火）　

　　　　　　午前９時 30 分〜正午

　　　　　　午後１時〜３時 30 分

■場　所　市役所庁舎東側駐車場

※献血の際、本人確認が必要になります。本人確認が

できるもの（運転免許証・パスポート・健康保険証など）

を提示してください。

　愛の血液助け合い運動が７月１日から１か月間実施

　されます。この機会に献血にご協力ください。

■問い合わせ　保健課　☎ 22-1111（内線 413）

■問い合わせ　山梨庁舎保健課または各支所住民生活課

７／４

７／５

７／６
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三　富　地　域
■場所　山梨市三富基幹集落センター

■持ち物　母子健康手帳

■問い合わせ

　三富支所住民生活課☎ 39-2121（内線 315、317）　

山　梨　地　域 ■場所　山梨市保健センター

■持ち物　母子健康手帳

■問い合わせ

　山梨庁舎保健課☎ 22-1111（内線 414 〜 416）　

※受付時間は、厳守してください。

※今月の該当以外のお子さんでも、まだ済んでいない方

は、出席してください。

※該当する年齢のお子さんは、下記の日程のうち、ご都合

のよい日に保護者同伴のうえ、接種を受けてください。

※問診票は、事前に保護者が責任を持って問診票を記入し

てください。問診票をお持ちでない方はお申し出ください。

＜ジフテリア･破傷風予防接種＞

■接種年齢　11 歳以上 13 歳未満　■接種日時　① 7 月 21

日(木)　② 7 月 27 日(水) < 受付：午後 3 時 30 分 ~ 4 時 30 分 >

③ 7 月 29 日(金) < 受付：午後 1 時 30 分 ~ 2 時 30 分 >

■場所　山梨市保健センター　　

※この予防接種は、山梨地域のみの開催です。

■問い合わせ　山梨庁舎　保健課保健指導担当

　                  ☎ 22-1111(内線 414 〜 416)

 時 　 　 間 該　当　者実 施 日

午前10時〜正午 未就学児の保護者

妊娠届を済ませていない妊婦
母 子 健 康 手 帳 の 交 付
妊 婦 健 康 相 談

７月26日（火）

午前10時〜午後４時
未就学児の保護者

　　　　　　※場所：広瀬地内※
７月29日（金）

項　　　目

家 庭 教 育 学 級
　「  子  育  て  教  室  」

事前に電話で日時の予約をして
ください

育 児 野 外 相 談
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こ ど も
子育て支援・母子保健・その他

牧　丘　地　域
■場所　山梨市牧丘町保健センター

■持ち物　母子健康手帳

■問い合わせ

　牧丘支所住民生活課☎ 35-3111（内線 141、145）　
※受付時間は、厳守してください。

●○●新市誕生記念　やまなしし子ども　

　　　　　　フェスティバル開催！●○●

　家庭、地域社会が連携して、安心して子どもを生み育

てる環境づくりを推進するため、『第６回やまなしし子

どもフェスティバル』を開催します。みんなで楽しめる

催し物をたくさん用意していますので、多数の市民の皆

さんの参加をお待ちしています。

■日　時　８月６日（土）午前９時30分〜午後２時30分

■場　所　山梨市民会館（中央公民館）

■主な催し物　親子歯科相談・育児相談・ベビーマッサ

　ージ・手作りおやつの試食・おもちゃの『かえっこ』・

　つみ木遊び・人形劇　など

■問い合わせ　

　少子対策課　☎ 22-1111(内線 152・153)　

　メールアドレス　shoshitaisaku@city.yamanashi.lg.jp

●○●日本脳炎予防接種について●○●

　市では､定期予防接種として日本脳炎を実施しておりま

すが、他市において予防接種後に重症副反応が発生した

ことにより､この度厚生労働省から、次のような勧告があ

りました。　　　

７月 12 日（火）の子育て応援学級③は、山梨・三富地域の方もぜひご参加ください。

【地区別健康診査・相談など】

　「予防接種後の重症副反応が発生したことに対する措置

に対し、慎重を期するため、定期予防接種として幼児・小･

中学生に対して現行使用されている日本脳炎ワクチンに

よる接種について、市町村による積極的勧奨を中止する

ように」との勧告がありました。

　これを受け､市では定期予防接種として幼児･小・中学生

の集団･個別接種による日本脳炎予防接種を中止します。

　ただし､日本脳炎流行地域へ渡航する者など、日本脳炎

に感染する恐れが高い場合などで、本人または保護者が

特に希望する場合には、今回の措置と日本脳炎ワクチン

の効果および副作用について医師から説明を受けたうえ

で、同意書に署名した者に対し現行の日本脳炎ワクチン

を接種することができます（公費負担となります）。この

場合は、委託医療機関において個別接種となります。

　念のため､戸外へ出るときは、できる限り長袖､長ズボン

を身に付けるなど、日本脳炎を媒介する蚊に刺されない

ように注意しましょう。

■問い合わせ　山梨庁舎　保健課保健指導担当　

　　　　　　　☎ 22-1111(内線 414)

　牧丘支所　住民生活課　☎ 35-3111 (内線 141,145)

　三富支所　住民生活課　☎ 39-2121 (内線 316,317)

　　　　　　　　　　　

午前９時〜11時

　時　　　間 該　当　者実 施 日

妊娠届を済ませていない妊婦
　※事前に予約してください。

７月14日
28日

学
級
・
講
習
会

母 子 健 康 手 帳 の 交 付
妊 婦 健 康 相 談

午前10時〜11時30分

16年12月〜17年２月生まれの児と保護者
（内容）
　遊びを通して子どもへの関わりを学ぶ
　　講師：山梨学院短期大学助教授
　　　　　駒井美智子先生
※対象者以外の方もご参加ください。

午後１時30分〜
離乳食づくり
　※エプロンをお持ちください。

　　
７月８日（金）

７月12日（火）

後 期 離 乳 食 教 室

項　　　目

（木）
（木）

子 育 て 応 援 学 級 ③
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【第 1 回】　日時　8 月 28 日（日）午後 1 時〜

　場所　山梨県立男女共同参画推進センター

　基調講演「アジアに開かれた日本」　

　　講師　平川　南（国立歴史民族博物館副館長）

　講演　「竹川藤太郎―四川省発の新聞発行」　

　　講師　加藤正彦（県立文学館副館長）

　竹川藤太郎（小原東出身）は、日清戦争後四川省に渡

り、四川省初の日刊新聞「重慶日報」の発刊をはじめ、

重慶東部文学堂、女子講習所などの開設など、中国の近

代化の推進に功績を残しました。今回の講座では、その

理念や業績について解説します。

　

【第２回】　日時　９月４日（日）午後 1 時〜

　場所　山梨県立県民文化ホール

　基調講演「中国大陸に印された足跡『若尾金蔵―中国

　での伝道と救済』」　

　　講師　三枝佐枝子（評論家・元中央公論社編集長）

　シンポジウム「根津　一・清水三三の信念」

　　コーディネーター　小沢龍一

　　　（県生涯学習推進センター所長）

　　シンポジスト　飯野正仁（日本装飾美術学校非常勤

　　講師）／坂本　宏（山梨県産業文化研究所代表）／

　　三枝佐枝子

　根津　一（一町田中出身）は、20 世紀初頭、上海に

設立された東亜同文書院の初代院長として、日中の青年

を指導しました。その教育理念や実践、思想および功績

を明らかにします。

【第３回】　日時　９月 17 日（土）午後 1 時〜

　場所　山梨県立男女共同参画推進センター

　基調講演　「淺川伯教・巧兄弟の生涯」　

　　講師　高橋宗司（津田塾大学教授）

　シンポジウム「朝鮮に印した足跡」

　　コーディネーター　水木　亮（劇作家）

　　シンポジスト　備仲臣道（作家）／高橋宗司

　

【第４回】　日時　10 月８日（土）午後 1 時〜

　場所　山梨県立県民文化ホール

　基調講演「金子文子、22 年の生涯」　

　　講師　三枝　満（元県立都留高校校長）

　シンポジウム「日本・朝鮮を結ぶ文子の思想と活動」

　　コーディネーター　清水昭三（作家）

　　シンポジスト　亀田　博（研究家）／佐藤信子（山

　　梨文芸協会会長）／三枝　満

　金子文子は、少女時代を一時期、母の生家・現牧丘町

杣口で送り、大逆罪判決（冤罪）を受けたのち、獄中で

自ら命を絶ちました。彼女の生涯を解説します。

　

【第５回】　日時　10 月 22 日（土）午後 1 時〜

　場所　山梨県立男女共同参画推進センター

　基調講演「石橋湛山の思想にみるアジアとの協働」　

　　講師　江宮隆之（作家）

　シンポジウム「日本・山梨からアジアへ、アジアから

　　日本・山梨へ」

　　コーディネーター　高室陽二郎（前山梨放送社長）

　　シンポジスト　江宮隆之（基調講演者）／金　根　

　　（韓国広場代表取締役）／坂本　宏（山梨県産業文

　　化研究所代表）

平成 17 年度山梨県生涯学習推進センター主催「山梨学講座」

テーマ「山梨の人と文化４〜日本とアジアの架け橋になった人々〜」

　地域社会とは「過去から現在に至る人の営為と、そこから生まれた文化の蓄積によって成り立つ

集団」です。その地域社会の特質を考えるときに重要なのは、「『どのような自然環境ないし社会情

勢のもとで築かれたか』という以上に、それらに『どのように対峙し、どのように克服または適応

してきたかという人間の関わり方』であり、『知恵』であり、そこから生まれた『文化』」です。

　この認識から、山梨を創って来た「人」を多角的に捉えなおし、また、「人」が築いてきた「文

化」もまた、多面的に考察していきたい。この検証をとおして、本県の文化が再認識されるととも

に、新しい文化の創造の契機としたいと考えています。

　今回の講座で登場する 5 人のうち、「竹川藤太郎」「根津　一」「金子文子」の 3 人は山梨市に

縁のある人です。多くの山梨市民の参加を期待しています。

■受講料　　無料

■定　員　　120 名程度

■申込方法　住所、氏名、電話番号、参加希望日を

　　　　　　電話、ファクス、メールのいずれかで。

■申込締切　８月 24 日（水）※会場が広くとって

　　　　　　ありますので、当日参加も可能です。

■申込・問い合わせ先　

　　山梨県生涯学習推進センター　

　　〒 400-8501（住所不要）

　　☎ 055-223-1855　fax 055-223-1855　　

   　E メール　center@manabi.pref.yamanashi.jp
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生涯学習だより

山梨市生涯学習課 万力 1830 ☎ 22-9611（月曜休館）

「第 22 回夏休みふるさと子ども

ランドカーニバル」参加者募集

　東京に住む、県内出身者の子どもたちとの野外活動に

よる交流会に参加してみませんか。

■日　程　　７月28日（木）〜30日（土）（２泊３日）

■主　催　　山梨県子どもクラブ指導者連絡協議会

■場　所　　県立八ヶ岳少年自然の家

■対　象　　小学校５・６年生　若干名

■参加費　　5,000 円（若干補助します）

■募集締切　７月７日（木）

■申込・問い合わせ　

　　　　　　生涯学習課(市民会館内)　☎ 22-9611

　音楽を愛する市内の小中高生のみなさん！夏のひとと

き、花かげホールの舞台で演奏発表をしてみませんか？

■日　時　　8 月 7 日（日）　

　　　　　　午前 11 時 30 分開場　12 時開演予定

■会　場　　山梨市花かげホール

■参加料・入場料　無料

■応募条件　音楽を愛する山梨市内在住の小中高生また

　　　　　　は市外在住者でもホールが認めた方（発表

　　　　　　できるのはピアノ演奏・歌・ヴァイオリン

　　　　　　演奏その他音楽発表です）　

　※先着順にて締め切る場合があります。

■演奏時間　１組 10 分以内（入退場含む）

■申込方法　氏名・住所・電話番号・年齢・学校名・学

　　　　　　年・演奏曲名・自己紹介・メッセージなど

　　　　　　を葉書に記載のうえ郵送、または花かげホ

　　　　　　ールに備え付けの用紙にて直接ご応募くだ

　　　　　　さい。

■申込・問い合わせ　山梨市花かげホール

                  〒 404-0013　山梨市牧丘町窪平 453-1

　　　　　　☎ 35-4888 (月曜休館）

「花かげ子ども音楽会」

出演者募集のおしらせ

　森の中でまいごになったヘンゼルとグレーテル！森の

中にはきけんがいっぱい……！？

　劇団フジと、山梨市のこどもたちがおくる、歌とおど

りの楽しいミュージカルです！

■日　時　　8 月 21 日（日）　開演　午前の部 11 時

　　　　　　午後の部 2 時　開場各 30 分前

■会　場　　山梨市花かげホール

■入場料　　全席自由　おとな 1,000 円　

　　　　　　こども（中学生以下）500 円

■チケット発売　7 月 16 日（土）午前９時から、山梨

　　　　　　市花かげホールにて発売開始！

　　　　　　☎ 35-4888（月曜休館）

■主　催　　山梨市教育委員会

■助　成　　財団法人　地域創造

ファミリーミュージカル

「ヘンゼルとグレーテル」

　市文化協会および市教育委員会では、取り組みやすく

誰でもすぐできる初心者俳句教室を開催します。

この機会に俳句を学んでみませんか。

■日時および内容

　第１回 ９月 ６日 (火) 俳句の魅力

　第２回 10 月 18 日 (火) 季節のことば、歳事記について

　第３回 11 月 22 日 (火) 俳句を作る

　第４回 12 月 ６日 (火) 句会について

　第５回 １月 24 日 (火) 実作しながら学習

　第６回 ２月 ７日 (火) 実作しながら学習

　第７回 ２月 21 日 (火) 実作しながら学習

　第８回 ３月 ７日 (火) 実作しながら学習

　内容的には多少変更もあります。出席者の希望も取り

入れ楽しい勉強会にします。

　全日程とも時間は午後１時 30 分〜３時です。

■場　所　　山梨市民会館４階Ｂ会議室

■講　師　　廣瀬町子先生（ＮＨＫ学園・山梨文化学園

　　　　　　俳句講師、県俳句大会選者、白露同人）

■対象者　　俳句を学んでみようという人ならどなたで

　　　　　　も可

■定　員　　50 人

■参加費　　無料

■申込締切　８月 20 日（土）

■申込・問い合わせ　

　　　　　　生涯学習課(市民会館内)　☎ 22-9611

初心者俳句教室参加者募集

〜秘められた感性を磨く〜
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技術評論社　刊 浅田次郎   著

今月のおすすめ本

★チェリー(乳幼児向け)

　　７月12日(火)
★くれよん(幼児・低学年向け)

　　７月23日(土)
　

♪読み聞かせを　
　しています♪

午前10時30分〜11時

７月の「おはなし会」

★「青少年読書感想文コンクール課題図書」
「夏休みの友指定図書」は、たくさんの子ど
もたちが利用できるよう、１人１冊・１週間
の貸し出しになります。(７・８月のみ)

お・ね・が・い

学習室を無料解放します!

　期間：7/21(木)〜8/24(水)
  　　　午前9:00〜午後4:45

【図書館カレンダー ７月】

＜休館日 ●印＞
 ＊19・20日は
     振替休日
 ＊29日は
　  館内整理日
＜開館時間＞
　午前９時
      〜午後５時
 ※金・土曜日は
    午後７時まで  ２ ３ ４ ５ ６18/

７月〜９月の金・土曜日は、
午後７時まで開館しています！
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●行政相談

国・県・市・公団などの仕事についての

苦情や要望等の相談

◆山梨地区　７月15日（金）午後１時〜

４時　夢わーく山梨　（問）市役所総務課

行政防災防犯担当　☎ 22-1111（内線

227）

◆牧丘地区　７月20日（水）午後１時〜

３時　牧丘支所応接室　（問）牧丘支所総

務課　☎ 35-3111（内線 134）

◆三富地区　７月22日（金）午後１時〜

３時　三富基幹集落センター　（問）三富

支所総務課　☎ 39-2121（内線 322）

●社会保険出張相談

健康保険および厚生年金・国民年金に関

する相談　７月21日（木）午前９時30分

〜午後４時（正午〜午後１時は休み）　夢

わーく山梨　（問）甲府社会保険事務所　

甲府市塩部1-3-12　☎055-252-431（代）

●県民相談センター各種相談

◆県民相談センター相談員との相談、事

前申込必要　月〜金曜日（祝日を除く）

午前９時〜午後４時　旧西武デパート２

階情報プラザ内県民相談センター相談室

※東山梨合同庁舎から「テレビ電話」に

ての相談も可　

◆無料弁護士相談　７月５日（火）、15日

（金）、25日（月）午後１時〜４時　県民

相談センター　※事前申込必要　

（問）県民相談センター　甲府市丸の内1-

8-5　☎ 055-223-1366

●中・高齢者職業相談

中・高年齢者の就職と雇用等の相談と

あっせん　月〜金曜日（祝日除く）午前

８時 30 分〜午後５時　夢わーく山梨３

階高齢者職業相談室　（問）夢わーく山

梨　☎ 22-3111
　
●家庭児童相談

児童の養育に関する家庭問題　月・水・金

曜日　山梨市役所　火・水・木曜日　牧丘

支所　午前９時〜午後４時　（問）福祉事

務所児童福祉担当　☎22-1111（内線162）

●教育相談

毎週木曜日　午前 10 時〜午後４時　幼

児教育相談はつつじ幼稚園　☎22-0244、

幼児教育を含む教育全般、青少年問題の

相談は生涯学習課　☎ 22-9611　牧丘教

育事務所　☎ 35-3612　三富教育事務所

☎ 39-2121（内線 326）

●市社会福祉協議会各種相談

◆無料法律相談　７月12日（火）午前10

時〜午後３時　※事前予約必要

◆心配ごと相談・ボランティア相談　月

〜金曜日（祝日除く）午前９時〜午後４

時　※心配事相談は事前予約必要

（問）市社会福祉協議会　☎ 22-8755

●パソコン困りごと相談室

インターネット体験・困りごと相談など

相談料　無料　７月２・９・23・30日（土）

受付時間　午後１時〜４時　市民会館４

階Ｃ会議室（問）生涯学習課　☎22-9611

各種相談

牧丘・三富地域一般家庭対象粗大ごみ収集のお知らせ
牧丘支所　住民生活課　保健環境担当　☎35-3111

三富支所　住民生活課　保健環境担当　☎39-2121

牧丘地域

三富地域

   【日程および場所】

　　７月27日（水）  牧丘第一小学校校庭

　　７月28日（木）  中牧多目的集会施設駐車場

　　７月29日（金）  牧丘第三小学校校庭

　　７月31日（日）  牧丘第二小学校校庭

     　※収集時間はいずれも午前７時〜 10 時

　　

　※乾電池は、必ずアルカリ・ニッカド・マンガン・

　ボタン型に分別してお持ちください。

　※農薬容器は、缶・ビン・ポリ容器などに分け、水

　洗いしてきてください。

　※家電リサイクル製品は、原則として回収しませ

　ん。購入した小売店がわからない場合のみ、有料で

　引き取りを行います（料金は、メーカーによって異

　なります。詳細は、お問い合わせください）。

　※農薬容器は、缶・ビン・ポリ容器などに分け、水

　洗いしてきてください。

時間を守り、積み込みへの協力をお願いします。

区域外からの持ち込みはできません。

【日程】

　　7 月 4 日（月）

【収集対象品】

　●一般家庭で処理できない大型の可燃物と不燃物

  ★次のものは、収集しませんのでご注意ください★

　●家電リサイクル法の対象製品(冷蔵庫･洗濯機･テ

　レビ･エアコン)　●タイヤ　●バッテリー　

　●ガスボンベ　●消火器　●廃油

　●古紙回収の対象品(ダンボール･新聞紙･雑誌･折込

　広告など)

　※収集の方法や対象品などは、従前のままです。

　※詳細については、山梨市三富地域用ごみ収集予

　定カレンダーをご覧ください。

　収集する主なもの     　　　収集しないもの　

●ふとん　●木製家具
●小型バイク
●ぶどう棚の針金　
●消火器　●タイヤ
●小型農機具
●バッテリー　
●乾電池　●自転車
●ストーブ
●農薬容器

●家電リサイクル製品
（テレビ・冷蔵庫・
　冷凍庫・洗濯機・
　エアコン）
●畳　
●じゅうたん
●家庭系パソコン
●ガスボンベ
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＊いずれの免除・猶予も年金請求時に受給資格期間として計算されます。

＊半額免除された期間については、残りの半額を納めないと未納期間となります。

＊免除・猶予を受けた期間は 10 年以内であれば、後から保険料を納めること（追納）ができます。

　３年目以降は当時の保険料に加算額が上乗せされます。

☆ 申請手続き……市役所市民課国民年金担当・各支所住民生活課市民担当窓口へ

☆ 必要なもの……①年金手帳等基礎年金番号のわかるもの（納付書など）　

②印鑑（本人署名の場合は不要）

③失業などを理由とするときは、次のいずれかが必要です。

　　　　　　　　　　・雇用保険受給資格者証　・雇用保険被保険者離職票

　　　　　　　　　　・雇用保険被保険者資格喪失確認通知書……など（いずれもコピー可）

募集　催し　お知らせ　相談

　この運動は、「ふれあいと対話が築く明るい社会」の

統一標語のもとに、すべての国民が、犯罪や非行の防止

と罪を犯した人たちの更生保護について理解を深め、そ

れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明

るい社会を築こうとする全国的な運動です。

　近年、少年による凶悪重大な事件が相次ぎ、また、い

じめ、不登校等が大きな社会問題となっています。

　少年に対して強い影響力をもつ家庭、学校、地域社会

が一体となって、社会的連帯感をよみがえらせ、犯罪を

誘発しない環境づくりに取り組みましょう。

◎重点目標◎

　「地域活動の推進による少年の非行防止と更生の援助」

７月は「社会を明るくする運動」の強調月間です

福祉事務所　社会福祉担当　☎ 22-1111 (内線 164)問

※「更生保護」とは

　更生保護とは、犯罪や非行を犯した人々が地域

社会において円滑に立ち直ることができるよう、

指導・援助することを中心とした制度であり、国

と民間ボランティアである保護司が保護観察など

を行うことによって実施しています。

　また、更生保護に協力する団体として、青少年

のボランティアであるＢＢＳ会、女性のボラン

ティアである更生保護女性会があり、各種の更生

支援活動を行っています。

国民年金には保険料を免除・猶予する制度があります

国民年金には、経済的な理由で保険料を納めることが困難な場合、申請により保険料の納付が

免除や猶予される制度があります。（任意加入被保険者の方は対象になりません。）

平成 17 年度の申請は平成 17 年７月から 18 年６月までの承認期間です。

申請手続きは毎年必要です。忘れずに!!

市民課　国民年金担当　☎ 22-1111 (内線 145)問

全　額　免　除 半　額　免　除 若年者納付猶予

保険料の全額(13,580円)免除。
本人と配偶者、世帯主の前年所得
審査があります。

保険料の半額(6,790円)免除、残り
半額は納付すること。
本人と配偶者、世帯主の前年所得
審査があります。

30歳未満の方に限る。
本人と配偶者のみの前年所得審査
で、世帯主の所得審査を必要とし
ません。

全額免除された期間は、保険料を
全額納付したときに比べ、年金額
が1/3として計算されます。

半額免除された期間は、保険料を
全額納付したときに比べ、年金額
が2/3として計算されます。

猶予ですので、将来の年金額には
反映しません。
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宅内排水設備の清掃点検の

悪徳商法にご注意を

　問

　下水道清掃業者などを名乗る複数の男性が一般家庭を

訪問し、「市の委託を受けて点検に来た」などと言い、宅

内の排水設備を有料で点検、清掃をしようとするケース

が市内で相次いで発生しています．

　市では宅内の排水設備の点検、清掃を業者に委託して

代金を請求するということはありませんので、ご注意を

お願いします。

アメリカシロヒトリを

防除しましょう！

農林課（牧丘庁舎）☎ 35-3111 (内線 122)

山梨支所 地域振興課（農林担当）

☎ 23-4111 (内線 431)

三富支所 地域振興課（農林商工担当）

☎ 39-2121 (内線 319)

問

　アメリカシロヒトリは、その名のとおり北アメリカに

生息していましたが、1945年頃アメリカ軍の物資にま

ぎれて日本に持ち込まれ、その後各地に広がったと考え

られています。

　蛹(さなぎ)で越冬し、羽化した成虫が数百の卵を産み、

10 日ほどでかえった幼虫は集団でクモの巣のような糸

を張った中で３回の脱皮をし、その後分散して瞬く間に

葉を食い荒らします。発生時期は５月下旬〜８月下旬で

す。

　被害を最小限にするためには早期発見・早期防除が大

切です。地域が一体となった防除を行いましょう。

　なお、市ではアメリカシロヒトリの防除を各区にお願

いし、防除を実施する区に対し、かかる経費の一部を助

成しています。

下水道課管理係　☎ 22-1111（内線 184･185）

旧根津邸の写真を探しています

　

問 市民会館内生涯学習課　☎ 22-9611

　市教育委員会では、正徳寺296番地に所在する旧根津

邸の写真を探しています。建物の外観や内部が一部でも

写っているものであれば、どんな写真でも結構です。

　写真をお持ちの方は、ご連絡ください。ご協力をお願

いします。

成人式を迎える皆さんへ

問 市民会館内生涯学習課　☎ 22-9611

　平成 18 年の成人式は、１月８日（日）に行います。

■該当者　昭和６０年４月２日〜昭和６１年４月１日の

　　　　　間に生まれた人。

　詳細は、広報 11 月号にてお知らせします。

　不審と思われるような訪問を受けた場合には

　①名刺や身分証明書の提示を求めるなどして身元を

　　確かめる　

　②その場ですぐに契約をしない

　③山梨市役所下水道課に電話で確認をする

などして、被害に遭わないようにご注意ください。

　なお、排水設備を定期的に点検し、清掃することは管

理上必要なことですが、通常の使い方をしていれば、下

水道管が詰まることはほとんどありません｡万が一、宅

内の配水管が詰まったときには、下水道課管理係、また

は市公共下水道排水設備指定工事店にお問い合わせくだ

さい。

第 1 回「山梨市・サマーフェスティバル」

音楽と映画の憩い

　問 総合政策課政策推進担当　☎ 22-1111（内線232）

　展望豊かな自然の中で、夏休みの一日をのんびり、

音楽と映画で憩いませんか？「新山梨市」誕生を記念

し、新しいフェスティバルが始まります。昼間の壮快

な音楽とイベント、新日本三大夜景を望みながらの映

画上映。家族みなさんでお楽しみください。

　フェスティバル当日より「10 年後へのメッセージ」

タイムカプセルの受付を開始いたします。

　（詳細は後日市内各世帯にお知らせします）

■日　時　７月 31 日(日) 午後２時〜午後９時

■場　所　笛吹川フルーツ公園野外ステージ

　　　　　　（雨天時　山梨市市民会館）

■内　容　

＜音　楽＞　「萩原珠」ライブ他　etc

＜イベント＞　タイムカプセル受付、魚のつかみ取り、

　　　　　　模擬店多数

＜映　画＞　「ハウルの動く城」
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　市では、地震に強い安全・安心なまちづくりを目指

し、古い木造個人住宅の耐震改修の促進を図るため耐震

診断を実施します。

１調査対象住宅

　　次のすべての条件をみたすもの

　(１)昭和 56 年５月 31 日以前に建てられた住宅

　(２)木造在来工法で建てられた住宅　　

　(３)２階建て以下で延床面積 300 ㎡以下の住宅

　　（長屋および共同住宅は対象外です。）

　(４)自己が所有し、現在居住している住宅

　(５)併用住宅については、延床面積の過半が住宅とし

　て使用されている住宅

　※平成 15・16 年度耐震診断実施住宅は除きます

２耐震診断実施費用

　費用は、市が負担しますので住宅所有者は無料です。

３調査戸数

　35戸(申込戸数が調査戸数を超えた場合は、抽選とさ

　せていただきます。)

４申込期間

　平成 17 年７月１日(金)〜７月 29 日(金)

５申込方法

　申込書（都市計画課にあります）に必要事項を記入

「わが家の耐震診断」を

してみませんか！

都市計画課 都市整備担当☎22-1111（内線274）問

〜「わが家の耐震化」支援事業が始まります〜

　本年度より耐震化支援事業として、耐震に関する

改修工事費の一部補助を行います。

　補助対象は、上記の「わが家の耐震診断」を受け、

耐震診断の総合評点が0.7未満と診断された木造住宅

および平成15・16年度に行われた「わが家の耐震診

断」において、総合評点0.7未満と診断された木造住

宅です。

　詳細は、お問い合わせください。

■日　程　8 月 8 日(月)〜 11 日(木)の４日間コース

　　　　　時間はいずれも午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分

■場　所　山梨市情報通信センター 1 階

■募集人数　15 人程度（いずれの講習も）

　※応募多数の場合は抽選となります。

　※両方の受講はできません。

■申込方法

　ハガキまたは電子メールによる申し込みのみとしま

す。受講したい講座の番号、郵便番号・住所・氏名・学

年・日中連絡が取れる電話番号を記入の上、上記問い合

わせ先までお申し込みください。

■申込締切　７月 15 日(金) 必着

■参加者負担金

　講習会テキスト代として3,000円（予定）を初回講習

会参加時にご負担いただきます。なお、児童の参加に関

しまして保護者（１名のみ）の参加も可といたします。

し、都市計画課へ提出してください。また市のホーム

ページ（http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/）から

申請書をダウンロードすることもできます。

制服リサイクルバザーに

ご協力ください

山梨市立南中学校　担当　平井・石井　

☎ 22-0173

問

募集　催し　お知らせ　相談

　山梨市立南中学校では、９月10日・11日に行われる

学園祭で、制服・体育着などのリサイクルバザーを実施

しています。まだまだ十分に使えるが、「子どもが卒業

してしまい不要になった」「成長に伴い着られなくなっ

た」制服や体育着などがありましたら、ぜひご寄付くだ

さい。

■収集品　制服、体育着、ヘルメット、通学かばん、体

育館履き、ラグビージャージ、ネクタイ、ボタンなど

※ 寄付していただく品物については、子どもたちが気持

ちよく使えるよう洗濯した清潔なものをお願いします。

■収集期日および場所

９月１日（木）までに、前年度支部長さん宅（下表参照）

に届けてください。学校に届けていただいても結構です。
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ゆかた

ことしも浴衣美人の貴女に

〜浴衣着付け教室受講者募集〜

夢わーく山梨（働く婦人の家）　☎ 22-3111問

　梅雨があけると、すぐ暑い夏です。

　新山梨市の笛吹川県下納涼花火大会は7月22日（金）!!

当日は、市役所庁舎前庭で、“盆踊り”も開かれます。

　きれいに・かわいく・浴衣美人で盆踊り＆花火見物は

いかがですか。夢わーく山梨（働く婦人の家）の「浴衣

着付け教室」にお友達を誘って、ぜひ、おいでください。

■日　時　7 月 15 日(金) 午後７時 30 分〜

■場　所   夢わーく山梨（働く婦人の家）軽運動室

■参加料　無料

■定　員　10 名

■講　師　竹川紀子先生

■持ち物　浴衣・半幅帯・腰ひも

　（２本）・伊達締め・帯板、

　コーリングベルト（ある方）

■申込受付　 7 月４日(月)から受付

　（電話で可）※定員になり次第締め切ります。

新市誕生記念　第 25 回

山梨市三富ふる里祭り出場者募集

山梨市役所三富庁舎観光課内ふるさとまつり

実行委員会事務局　☎ 39-2121　fax 20-4050　

問

　８月14日(日)に新市誕生記念「第25回山梨市三富ふ

る里祭り」を開催します。

＜カラオケ大会出場者募集＞

　あなたの自慢ののどを披露しませんか。道の駅「みと

み」の特設会場でおこないます。募集人数は10人です。

（先着順となります）奮ってご参加ください。

■申込方法　名前・住所・年齢・曲目をご連絡ください。

■申込締切　７月 14 日(木)

＜フリーマーケット出店者募集＞

■スペース　１区画約２×２ｍ

■区画数　　25 区画

■出店料　　無料

■申込締切　７月 14 日(木)

山梨市 IT 講習会夏休み教室

受講者募集

〒 405-8501(住所不要)　

山梨市役所総合政策課電算システム担当

☎ 22-1111（ 内線 237）　星野または大畠

E メールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

問

①講座名：夏休みパソコン教室（１）

　勉強にも遊びにも使えるインターネット。知りたいこと

を見つける方法をクイズ形式で学んだり、好きな絵を見つ

けてオリジナルＴシャツを作ったりします。インターネッ

トを使う上でのマナーやルールも一緒に覚えましょう。

■対象者　小学生

■日　程　8 月 8 日(月)〜 11 日(木)の４日間コース

　　　　　時間はいずれも午前9時30分〜11時30分

②講座名：夏休みパソコン教室（２）

　ワープロソフトを使って、写真やイラストを取り込ん

だオリジナルの名刺やシール、チラシ・学級新聞などを

作ってみましょう。インターネット上で事件や事故に巻

き込まれないようにする安全な使い方も学びます。

■対象者　小学校５年生〜高校生

　毎年恒例の「万力公園ふれあいまつり」を、本年も開

催する予定となっています。フリーマーケット出店希望

の方は、お気軽にお申し込みください。

■日時

　８月 21 日(日) 午前 10 時〜午後３時

■場所

　万力公園万葉の森

　出店スペース　2.5 メートル× 1.5 メートル

■運営協力金　

　１スペースにつき、1,000 円（１名２スペースまで）

■申込方法

　住所・氏名・電話番号をファクスまたは電話にて上記

問い合わせ先まで申し込みください。

■申込締切

　８月 12 日(金) 午後５時

〜万力公園ふれあいまつり〜

フリーマーケット出店者募集！

山梨市商工会青年部事務局　担当　平山　

☎ 22-0806　fax 23-1529
問






